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ＰＴＡ連合会と教育委員会との
意見交換会が開催されました
周年記念式典が行われました

P.4 中央区立学校における働き方改革
推進プランを策定しました

連合音楽会

平成３１年３月１１日発行 No.154

　
本
区
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
4
カ
年
の
計
画
で
全
区
立

小
学
校
（
16
校
）
の
通
学
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
で
全
16
校
の
通
学
路
へ
の
設
置

を
完
了
し
ま
す
。

　
設
置
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ・
警
察
署
等
の
皆
さ
ん

と
通
学
路
を
点
検
し
、
町
会
・
商
店

会
な
ど
の
防
犯
カ
メ
ラ
と
重
複
し
な

い
よ
う
、
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
決

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
隣
住
民
の
方
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
不
要
な
部
分

は
カ
メ
ラ
に
映
ら
な
い
よ
う
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
記
録
さ
れ
た
画
像
情

報
は
、
警
察
等
に
よ
る
捜
査
上
の
要

請
が
な
い
限
り
、
提
供
で
き
な
い
よ

う
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
を
狙
っ
た
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
設
置
校
】

・
城
東
小
学
校
　
　
・
泰
明
小
学
校

・
常
盤
小
学
校
　
　
・
阪
本
小
学
校

学
務
課
学
事
係
　

☎（
３
５
４
６
）
５
５
１
２

小
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
ま
す

　
東
京
都
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象

に
、
中
学
生
の
健
康
増
進
や
体
力
向

上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
競
技
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
駅
伝
大
会
が

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
も
平
成
３１ 
年
２
月
３
日
（
日
）
に
、

都
内
５０ 

区
市
町
か
ら
選
抜
さ
れ
た
中

学
２
年
生
の
選
手
に
よ
る
「
東
京
駅

伝
」
大
会
が
、
ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
及
び
都
立
武
蔵
野
の
森

公
園
特
別
周
回
コ
ー
ス
（
調
布
市
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
中
、

女
子
は
３０ 

㎞
を
１６ 
人
の
選
手
で
、
男

子
は
４
２
．
１
９
５
㎞
を
１７ 
人
の
選

手
で
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
出
場
し

た
選
手
一
人
一
人
が
、
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
走
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
全
体
の
結
果
は
女
子
４３ 

位
、

男
子
４９ 

位
、
総
合
４９ 

位
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
声
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
区
代
表
チ
ー
ム
疾
走
! !

中
央
区
代
表
チ
ー
ム
疾
走
! !

第
１０
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」大
会

第
１０
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」大
会

問
合
せ
先
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銀座中

上村　健太 新道　彩子
上原　隆哉 尾関　千洋

濵　萌華
伊㔟屋　歩乃花
柴原　歩美

佃中

山﨑　玲 松木　真
野村　崚太 高山　沙弥
中川　凜清 加藤　彩怜
李　俊毅 石橋　歩弓

晴海中

岡田　杏慈
豊田　涼平
田中　英輝

日本橋中
杉本　樹哉 樋口　結衣
北浦　勇起

佐藤　美優

水口　将希

佐々木　美嘉
渡邉　沙來

後藤田　眞子

清水　英理

菅沼　陽佑 大場　悠加
加藤　晴飛

藤原　紗瑛

繁澤　楽

有澤　太一郎

伊賀　あい子
寺園　理歩

男子選手 女子選手

候補選手名（男子21名 女子21名）※敬称略 

山本　らら
神谷　美冬

嶋田　圭吾
新谷　成輝
廣瀬　洸大

坂本　澪生
向吉　悠

　近年の子どもを取り巻く環境の変化を背景に、学校現場では教員の
長時間勤務、多忙化という状況が全国規模で現れています。
　このため、本区では区立学校教員の勤務実態を踏まえ、教員の長
時間勤務を見直し、子どもたちに効果的な教育活動を行うことができ
るよう、中央区立学校における働き方改革推進プランを策定し、取組
方針と具体的施策の方向性をまとめました。
プランの主な内容
　区立学校教員の勤務実態として、教員の１日当たりの勤務時間の把
握、東京都及び国における教員勤務実態調査との比較、教員の時間
外勤務の要因の確認等から、現場の実情に即した対策を検討しました。

　プランの目標には国の指針に合わせて「１日の勤務時間を超えた時
間の１か月の合計が４５時間を超える教員をゼロにする」を据え、５つ
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　講堂で行われた記念式典では、銀座と共に歩ん
できた泰明の歴史と伝統を映像に合わせ、児童が「よ
ろこびの言葉」と泰明にまつわる様々な歌で紹介し、
１４０周年・６５周年という記念すべき日を迎えられた
喜びと感謝の気持ちを情感豊かに表現しました。

　記念式典後の校庭では、ダブルダッチ部と金管バン
ド部によるアトラクションを披露しました。ひとりひとり
が練習した成果を十分に発揮した元気あふれるパ
フォーマンスは、出席者を魅了しました。

周年記念式典が行われました

　記念式典では、明石小学校・幼稚園のこれまで
のあゆみと、記念すべき日を迎えられた喜びと感謝
の思いを、子どもたちが「よろこびの言葉」と「歓
喜の歌」で情感豊かに披露しました。

　記念式典後のアトラクションでは、「ひろい世界へ」
をはじめとした５曲を歌いました。幼稚園児の元気いっ
ぱいな歌声と全校児童による素敵なハーモニーには、
出席者から盛大な拍手が送られました。

明石小学校開校110周年・明石幼稚園開園87周年

　記念式典では、佃島小学校の１３０年の歴史につ
いてスクリーンで紹介しました。児童たちは１３０周年
という記念すべき日を迎えられた喜びと感謝の気持ち
を胸に、「よろこびの言葉」や合唱を披露しました。

　記念式典後のアトラクションでは日頃の練習の成果を
十分に発揮し５年生が「アフリカンシンフォニー」を、６
年生が「アイーダ」を演奏しました。その壮大なる調べは、
佃島小学校１３０年の歴史の１ページを見事に飾りました。

佃島小学校開校130周年

　３０周年の歴史を祝う記念式典では、生徒たちが、
日頃の感謝の気持ちを込めて校歌を披露するなか、参
列席からの歌声も加わり、スローガンである“心はひと
つ佃中”が体育館全体に広がる豊かなハーモニーとな
りました。

　記念式典後のお祝いの会では、３０周年のあゆみをス
クリーン放映で振り返り、月島太鼓部による力強い月島太
鼓の演奏と全校生徒による心のこもった合唱は出席者を
大いに魅了しました。

佃中学校開校30周年

　記念式典では、多くの来賓の方々が見守る中、生
徒たちが、「晴海中学校の５０年のあゆみ」について
自分たちで作ったスライドショーをスクリーンに映しな
がら紹介しました。さらに５０周年を迎えた喜びと感

謝の気持ちを心に、全校生徒一丸となって行われたよ
びかけや３年生による賛歌「聞こえる」を声高らかに披
露しました。３年生による洗練された合唱は、大迫力
の歌声で出席者を圧倒しました。

晴海中学校開校50周年 

の柱として、①「在校時間の適切な把握と改善に向けた行動」、②「教員
業務の見直しと業務改善」、③「教員の支援体制の整備」、④「部活動の
あり方と教員負担の軽減」、⑤「ワーク･ライフ･バランス実現に向けた学
校風土改革と保護者･地域の理解促進」を掲げ、これらの方針におい
て早急に取り組んでいく対策をまとめました。
早急に取り組んでいく主な対策
・IC カードシステムによるタイムレコーダーの導入を進め、正確な在校
時間の把握に基づいて、管理職による教員への個別の指導・助言や
メンタルヘルスケアを進めます。
・定時退庁日の設定により、教員が退庁日を意識した業務の遂行を促
します。
・長期休業中に連続した一斉休暇取得等の確実な実施を図ります。
・休日・夜間留守番電話を設置し、勤務時間外の電話対応時間の縮
減によって、授業準備等に専念できる時間の確保を図ります。
・給食費や学校徴収金事務（収納管理、督促処理等）について、補
助員を配置して教員業務の負担を軽減させます。
・副校長や教員の校務運営や授業準備を支援する人員の配置等を進
め、負担軽減を図るとともに、より職責を果たせる体制整備を図ります。
・外部の「部活動指導員」を導入・配置し、部活動のより適正な指導
体制を構築します。
◎本プランは区のホームページで公開しています。
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画像を支給ください

中央区立学校における働き方改革推進プランを策定しました
～教員が働きやすい環境を、子どもたちの教育のために～

中央区立学校における働き方改革推進プランを策定しました
～教員が働きやすい環境を、子どもたちの教育のために～

泰明小学校開校140周年・泰明幼稚園開園65周年 11月10日挙行

12月8日挙行

11月17日挙行

10月13日挙行

12月1日挙行

教員の１日の流れ（イメージ）



◎
柏
駅
か
ら
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
阪
東
バ
ス
「
戸
張
」
行
「
柏
学

園
前
」
下
車
徒
歩
５
分
、ま
た
は
「
大

津
ヶ
丘
団
地
」
行
「
第
五
小
学
校
」

下
車
徒
歩
10
分

※
ご
来
園
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
務
課
保
健
給
食
係
　

☎（
３
５
４
６
）
５
５
１
７
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平
成
30
年
11
月
29
日（
木
）
に
日

本
橋
税
務
署
、平
成
30
年
12
月
19
日

（
水
）
に
京
橋
税
務
署
に
て
、「
中
学

生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』」
の

優
秀
賞
や
税
務
署
長
賞
な
ど
を
受
賞

さ
れ
た
中
学
生
の
生
徒
が
、
一
日
税

務
署
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
税
務
署
長
か
ら
委

嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
署
内
視
察
、

署
長
訓
示
、
税
務
署
幹
部
や
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
等
と
の
座
談
会

等
を
行
い
、
税
の
役
割
や
そ
の
公
共

性
、
重
要
性
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
一
日
税
務
署
長
を
務
め
た
生
徒
に

よ
る
署
長
訓
示
で
は
、
大
勢
の
税
務

署
職
員
の
前
で
自
身
の
作
文
の
朗
読

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
少
し

緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、
大
変

　
1
月
14
日
（
祝
）
に
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
成
人
の
日
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
区
内
で
成

人
に
な
ら
れ
た
若
人
は
8
4
8
人
。

第
1
部
の
記
念
式
典
で
は
、
佃
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
合
唱
か
ら
始
ま
り
、

続
い
て
新
成
人
代
表
で
新
成
人
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
の
会
長
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。
第
2
部
の

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
で
は
、
新
成
人

自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
ク
イ
ズ

大
会
や
当
時
の
献
立
を
再
現
し
た「
給

食
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
恩
師

や
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
あ
う
な
ど

し
て
、
20
歳
の
門
出
を
と
も
に
祝
っ

て
い
ま
し
た
。
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一
日
税
務
署
長
に

一
日
税
務
署
長
に

　
1
月
12
日
（
土
）
に
区
立
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
第
63
回
新
年

こ
ど
も
羽
根
つ
き
大
会
」
が
、
区
内

の
小
学
校
全
16
校
か
ら
男
女
各
2

チ
ー
ム
の
全
64
チ
ー
ム
、
計
3
8
4

名
の
選
手
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
の
保
護
者
や
青
少
年
対
策
地

区
委
員
会
の
皆
さ
ま
な
ど
が
応
援
に

駆
け
付
け
る
中
、
各
チ
ー
ム
と
も
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
男
子
が
「
久

松
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
」、
女
子
が
「
京

橋
築
地
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
」
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
31313
年
新
年
こ
ど
も

羽
根
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
31
年
新
年
こ
ど
も

羽
根
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
毎
年
、
桜
の
咲
く
時
期
に
区
民
の

皆
さ
ま
に
開
放
し
て
い
る
柏
学
園

は
、
中
央
区
か
ら
電
車
で
約
１
時
間
、

緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
校
外
学

園
で
す
。

　
４
月
を
迎
え
る
と
、
柏
学
園
の
庭

で
は
、
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
草
木

が
芽
吹
き
、
花
を
咲
か
せ
始
め
ま
す
。

春
い
っ
ぱ
い
の
柏
学
園
へ
、
皆
さ
ま

ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
３
月
下
旬
ま
た
は
４
月
上
旬
の
土

曜
日
・
日
曜
日
を
予
定
（
桜
の
開
花

状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）
詳
細
は
、
広
報
紙
「
区
の

お
し
ら
せ
　
中
央
」（
３
月
21
日
号
）

お
よ
び
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
柏
学
園
（
千
葉
県
柏
市
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「
あ
ふ
れ
る
自
然
に
春
の
訪
れ
」 

柏
学
園
を
開
放
！

　
11
月
30
日
（
金
）、
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ

ム
に
お
い
て
、
区
立
中
学
校
の
２
年

生
が
集
い
中
学
校
連
合
音
楽
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
全
員
合
唱
「
今
を
生
き
る
」
に
始

ま
り
、
練
習
を
積
み
重
ね
た
素
晴
ら

し
い
合
唱
を
各
校
２
曲
発
表
し
ま
し

た
。
発
表
後
は
、
講
師
の
八
木
澤
教

司
先
生
に
よ
る
講
評
と
合
唱
教
室
が

行
わ
れ
、
生
徒
は
熱
心
に
お
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
東
京
オ
ペ
ラ
合
唱
団
を

お
迎
え
し
、「
椿
姫
」
な
ど
７
曲
を
鑑

連
合
音
楽
会
♪

堂
々
と
し
た
様
子
で
朗
読
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
座
談
会
で
は
、
生
徒
た
ち
は

税
務
署
の
仕
事
や
税
務
署
職
員
を
志

望
し
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
、
税
務
署
の
幹
部
職
員
の
方
々
の

言
葉
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　「
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作

文
』」
募
集
事
業
は
、
次
世
代
を
担

う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
税
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に
、
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
と
国
税
庁
主
催
で
行
わ

れ
、
毎
年
中
央
区
の
中
学
校
全
校
が

応
募
し
て
い
ま
す
。

日本橋税務署（左から開智日本橋学園中学校 2年増渕右之さん、日本橋中学校 3年篠原舞さん）

京橋税務署（左から晴海中学校 3年福士璃子さん、晴海中学校 3年菅真亜子さん、佃中学校 3年今島桃子さん）
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せ
先
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　時

交
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機
関

交
通
機
関

賞
し
ま
し
た
。
プ
ロ
な
ら
で
は
の
表

現
豊
か
な
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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学
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ふくし  り  こ かんま  あ  こ いまじまももこ
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教育委員会の主な活動状況 ( 平成 31年 1月 11日～平成 31年 3月 10日 )
◆新年こども羽根つき大会 1 月 12日 ( 土 ) 総合スポーツセンター
◆新成人のつどい 1 月 14日 ( 祝 ) ロイヤルパークホテル
◆教育会研究報告会・中学校 1 月 16日 ( 水 ) 教育センター
◆PTA連合会新年賀詞交歓会 1 月 18日 ( 金 ) 銀座ブロッサム
◆教育会研究発表会・幼稚園 1 月 23日 ( 水 ) 教育センター
◆第10回中学生「東京駅伝」大会 2月 3日 (日 )アミノバイタルフィー ルド・都立武蔵野の森公園周回コース

◆PTA連合会と教育委員会との意見交換会 2 月 4日 ( 月 )
◆第 2回定例会および研修会 2 月 6日 ( 水 )
◆晴海中学校研究発表会 2 月 15日（金）晴海中学校
◆城東小学校研究発表会 2 月 22日（金）城東小学校
◆中央区民カレッジ卒業式 3 月 9日 ( 土 ) 日本橋社会教育会館

　１年の後半になると子どもた
ちもプレディでの生活に慣れ、

心に余裕ができ、意欲、興味もさらに広がります。
　毎月来て下さるサポーターの方々との仲も深まり、子どもたち
は来てくれる日を心待ちにしています。
　そんな子どもたちの様子を基に、プレディ日本橋では様々な行
事を企画しています。毎年恒例の行事のほかに、昨年から始まっ
た「お楽しみ発表会」、今回初の試みの「ナゾトキお楽しみ会」
を取り入れました。「お楽しみ発表会」は、みんなの前で披露し
たいことを募り、発表してもらう場です。最初は照れて遠慮がち
にしていましたが、発表する心地よさを感じ、学年関係なく「披
露したい！」という気持ちが強くなってきています。今回はダンス
のほかに、歌やリコーダー、折り紙、空手、野球のポージングなど、
ジャンルも豊富になってきました。普段見られないお友達の意外
な一面に刺激を受け、素晴らしさを認める気持ちもさらに膨らむ

とても素敵な行事
です。また、「ナゾ
トキお楽しみ会」は
チーム戦で時間内
に答えを導き出す
形式に大興奮！チー
ムのみんなで謎を
解こうと一生懸命
考える姿はとても微
笑ましい光景でし
た。みんなで力を
合わせて正解を導い
たことで、さらに友達との輪が強くなったように感じました。
　今後も様々な場面で子どもたちの輪を大切にしながら、一人
一人がキラキラ輝く姿を増やしていきたいと思います。

子どもの居場所「プレディ」　活動の様子

ＰＴＡ連合会と教育委員会との意見交換会が開催されましたＰＴＡ連合会と教育委員会との意見交換会が開催されました

プレディ日本橋 

プレディ月三 　プレディ月三では室内あそび、
校庭あそび双方を通し、学年の

垣根を越えて共に遊ぶ子どもたちの姿が日々見られます。毎月行
われる工作教室では、子どもたちが目を輝かせながら意欲的に取
り組み、魅力溢れるすてきな作品が作られています。
　また、サポーターの方々のご協力により、将棋や囲碁、和紙絵、
紙芝居、ニュースポーツといった様々な教室を毎月実施していま
す。地域の方々との交流を通し、子どもたちが心優しく育ってい
ると実感しています。
　昨年の夏休み中には校内ウォークラリーを開催し、多くの子ど
もたちが参加してくれました。子どもたちが協力しあい、ミッショ

ンをクリアするごと
に大喜びする姿がと
ても印象的でした。
　今後も子どもたち
が安心して楽しく過
ごすことができる環
境を提供していき、
子どもたちのより良
い成長の場となれば
と願っています。

　２月４日（月）に区役所にて中央区ＰＴＡ連合会主催による教育委員
会との意見交換会が開催され、多くのＰＴＡ会員の方が参加されました。
　今回は「ネットと生活習慣」をテーマに、幼稚園、小学校、中学校
混合のグループで意見交換が行われました。
　グループ討議では、家庭におけるインターネットと生活習慣について、
活発な議論が行われました。ＰＴＡ会員の方からは、「SNSの利用によ
るトラブルや健康面が心配」「家庭内でのルール作りにはコミュニケー
ションや信頼関係が大切だ」など、インターネットやスマートフォンの
使用に関する意見が挙げられ、多くの方が共感されている様子でした。

また、子どもだけでなく保護者が理解を深める方法についても議論を
されているグループがあり、家庭や校園での具体的な取り組みについ
て話されている場面もありました。
　終了後のアンケートには、ＰＴＡ会員の方から「様々な年代の子ども
をもつ保護者の意見を聞くことができ、とても参考になった」「各家庭
でのインターネットの使用の問題点と対処の方法が聞けて良かった」な
どの感想が挙げられました。
　今回の意見交換会の成果をぜひ自校園に持ち帰っていただき、今後
のＰＴＡ活動に生かしていただきたいと思います。

運営委託：株式会社 日本保育サービス

運営：中央区


